
一般財団法人ポケモン・ウィズ・ユー財団　

第4期 事業報告書 

（自 2024年9月1日　至 2025年8月31日） 

事業の概要 

次代を担うこどもたちの健全な育成や、その障壁となる課題の解決、学術・

芸術の振興など、幅広い活動を通じ、こどもたちが生きる今と未来を豊かに

するための貢献を目指し、これまでの活動を継続しながらも、能登半島地震

支援の優先度を高め、こどもたちに寄りそう支援を中心に活動した。 

＜主な事業実績＞ 

１）能登半島地震への支援活動及びこどもの災害対策支援

能登半島地震に関しては、ピカチュウの訪問活動やイベントの開催、新たに

制作した「こどもキリコ」によるお祭り参加、のと鉄道におけるPokémon with 

You トレインの運行など、多岐にわたる分野で被災地のこどもたちの笑顔を

取り戻すための活動を行った。また、ポケモンを活用した未就学児向け防災

教材「ポケモンぼうさいきょうしつ」の全国の幼稚園・保育園への無償提供も

引き続き行った。 

２）こども食堂応援

こどものための居場所や地域住民の交流の場として、こども食堂がもっと利

用しやすくなるように、能登半島も含めた各地のこども食堂にピカチュウが

訪問するキャラバン活動やポケモンのノートやエプロンなどの物資提供を実

施した。 

3）ICT教育支援

小学校の授業で使用できるプログラミング入門教材「ポケモンプログラミング

スタートキット」がブラウザで完結できるツールの利用拡大を推進する活動を

行った。 



 

4）スカラシップ 

英国ロンドンの王立美術系大学院大学“ロイヤル・カレッジ・オブ・アート”の

大学院生及びアジアから日本に留学している学生に向けた「ポケモンスカラ

シップ」を、合計5名に給付した。 

 

5）環境への取り組み 

環境省と国立公園パートナーシップを締結し、ゴミ拾いイベント「ポケモンピ

カピカ団」の開催や国立公園の魅力を発信する冊子の制作を行った。また、

多摩美術大学が行う環境教育展において、廃材で作るポケモンの展示を行

い、環境について考えるきっかけを作る活動を行った。 

 

 

＜第5期活動方針＞ 

引き続き、各事業を継続しながら、能登半島地震支援を重点的に活動し、新

たな取組みとして工芸に取り組む学生への支援を開始する。 

 

 

 



 

 

 



 

　　　　　  


